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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第38期

第３四半期累計期間
第39期

第３四半期累計期間
第38期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 16,970,838 16,995,283 23,290,465

経常利益 （千円） 7,828,041 7,772,534 10,995,332

四半期（当期）純利益 （千円） 5,450,883 5,495,829 7,669,892

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 10,519,000 10,519,000 10,519,000

発行済株式総数 （株） 40,352,000 40,352,000 40,352,000

純資産額 （千円） 98,585,366 102,192,211 100,042,145

総資産額 （千円） 113,409,104 117,559,422 117,930,615

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 145.04 146.24 204.08

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 35 40 70

自己資本比率 （％） 86.9 86.9 84.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 4,948,030 4,492,250 8,676,993

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 5,413,089 586,851 5,565,558

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,631,511 △2,819,116 △2,631,253

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 77,418,897 83,560,572 81,300,586

 

回次
第38期

第３四半期会計期間
第39期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 52.54 47.53

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

     ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

     ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社企業集団が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、海外の政治・経済情勢の不透明感から慎重な見方は根強いものの、

引き続き企業業績や設備投資の改善がみられ、緩やかな回復基調を維持いたしました。

当社の属する情報サービス産業においては、「働き方改革」を背景として、企業業務を効率化するＩＴへの期待の

高まりは持続しております。

このような経済環境のもと、当社は「顧客第一主義」を念頭に置き、企業の業務とユーザーの「使いやすさ」に

フォーカスした製品やサービスの開発及びサポート体制の構築に注力してまいりました。

主な施策といたしまして、「働き方改革」を「体感する」をテーマに、10月初旬より全国主要都市において「奉行

フォーラム2017」を開催いたしました。企業の働き方改革を実現するための数多くの手法から、各企業様それぞれに

合った手法をご紹介し、実際に機器を触りながら、その効果を体感していただきました。また、販売パートナー企業

との情報共有を図ることで、顧客のニーズを的確に捉えたサービス提案と営業活動に努めてまいりました。

このような活動の結果、当第３四半期累計期間における業績は次のとおりとなりました。

売上高は169億95百万円（前年同四半期比0.1％増）、営業利益は65億40百万円（同9.0％減）、経常利益は77億72

百万円（同0.7％減）、四半期純利益54億95百万円（同0.8％増）となりました。

売上高については、ソリューションテクノロジー等の売上高が減少したものの、サービス売上高が増加したことに

より前年同四半期比で0.1％増加いたしました。営業利益が同9.0％減少した主な要因は、売上原価と販売費及び一般

管理費が増加したことによるものでありますが、投資事業組合運用益の増加などにより、四半期純利益では同0.8％

増加いたしました。

（2）財政状態の概況

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は901億77百万円となり、前事業年度末に比べ６億16百万円増加いたし

ました。これは主に現金及び預金が22億59百万円増加、売掛金が13億63百万円減少したことによるものであります。

固定資産は273億82百万円となり、前事業年度末に比べ９億88百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が

10億92百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は1,175億59百万円となり、前事業年度末に比べ３億71百万円減少いたしました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は112億84百万円となり、前事業年度末に比べ25億51百万円減少いたし

ました。これは未払法人税等が12億26百万円、前受収益が10億80百万円それぞれ減少したことによるものでありま

す。固定負債は40億82百万円となり、前事業年度末に比べ30百万円増加いたしました。これは主に繰延税金負債が１

億52百万円減少し、退職給付引当金が１億65百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は153億67百万円となり、前事業年度末に比べ25億21百万円減少いたしました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は1,021億92百万円となり、前事業年度末に比べ21億50百万円増加い

たしました。これは主に、利益剰余金が26億77百万円増加、その他有価証券評価差額金が５億26百万円減少したこと

によるものであります。

この結果、自己資本比率は86.9％（前事業年度末は84.8％）となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社オービックビジネスコンサルタント(E05048)

四半期報告書

 3/17



（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は835億60百万円となり、前事業年

度末と比較して22億59百万円の増加となりました。

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、44億92百万円（前年同期は49億48百万円の収入）となりました。主なプラス要

因は、税引前四半期純利益77億72百万円、売上債権の減少額13億67百万円等であり、主なマイナス要因は、法人税

等の支払額32億29百万円、前受収益の減少額10億80百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、５億86百万円（前年同期は54億13百万円の収入）となりました。主なプラス要

因は、投資有価証券の売却による収入９億５百万円等であり、主なマイナス要因は、有形固定資産の取得による支

出１億24百万円、無形固定資産の取得による支出１億53百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、28億19百万円（前年同期は26億31百万円の支出）となりました。主な要因は、

配当金の支払額28億18百万円等によるものであります。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、18億19百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについては、重

要な変更はありません。

（7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

資本の財源及び資金の流動性については、第２（事業の状況）３（財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況の分析）（3）キャッシュ・フローの状況をご参照ください。

（8）経営者の問題認識と今後の方針について

当第３四半期累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針については、重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 161,408,000

計 161,408,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月６日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,352,000 40,352,000
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 40,352,000 40,352,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 40,352,000 － 10,519,000 － 18,415,000

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　2,769,900 －
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 37,579,600 375,796 同上

単元未満株式 普通株式　　　2,500 － 同上

発行済株式総数 40,352,000 － －

総株主の議決権 － 375,796 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、400株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

株式会社オービックビジ

ネスコンサルタント

東京都新宿区西新宿

六丁目８番１号
2,769,900 － 2,769,900 6.86

計 － 2,769,900 － 2,769,900 6.86

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、太陽有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社オービックビジネスコンサルタント(E05048)

四半期報告書

 7/17



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 81,310,586 83,570,572

受取手形 1,355,660 ※ 1,351,873

売掛金 6,154,738 4,790,891

商品及び製品 132,528 131,383

仕掛品 998 1,337

原材料及び貯蔵品 64,110 58,087

前払費用 206,007 126,725

繰延税金資産 331,890 138,691

未収入金 6,846 4,970

その他 6,926 11,581

貸倒引当金 △10,067 △9,045

流動資産合計 89,560,226 90,177,069

固定資産   

有形固定資産 477,488 526,068

無形固定資産 418,059 401,361

投資その他の資産   

投資有価証券 26,802,115 25,709,564

関係会社株式 16,093 16,093

長期未収入金 114,030 86,450

敷金及び保証金 623,002 695,635

会員権 37,780 37,780

破産更生債権等 3,632 2,954

貸倒引当金 △121,812 △93,554

投資その他の資産合計 27,474,840 26,454,923

固定資産合計 28,370,388 27,382,353

資産合計 117,930,615 117,559,422
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 233,771 141,548

未払金 529,131 556,200

未払費用 769,860 668,639

未払法人税等 1,920,409 694,374

未払消費税等 281,957 166,595

預り金 70,339 137,554

前受収益 9,962,491 8,882,357

役員賞与引当金 64,000 32,000

その他 4,035 5,002

流動負債合計 13,835,996 11,284,272

固定負債   

繰延税金負債 2,461,461 2,309,075

退職給付引当金 1,467,430 1,632,507

資産除去債務 123,581 141,356

固定負債合計 4,052,473 4,082,939

負債合計 17,888,470 15,367,211

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,519,000 10,519,000

資本剰余金 18,949,268 18,949,268

利益剰余金 66,204,172 68,881,345

自己株式 △5,348,878 △5,349,143

株主資本合計 90,323,562 93,000,470

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9,718,582 9,191,740

評価・換算差額等合計 9,718,582 9,191,740

純資産合計 100,042,145 102,192,211

負債純資産合計 117,930,615 117,559,422
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 16,970,838 16,995,283

売上原価 2,526,401 2,643,969

売上総利益 14,444,436 14,351,314

販売費及び一般管理費 7,256,998 7,810,434

営業利益 7,187,438 6,540,879

営業外収益   

受取利息 181 94

有価証券利息 19,001 －

受取配当金 622,649 600,528

投資有価証券売却益 42,769 －

投資事業組合運用益 41,889 572,145

その他 34,777 59,348

営業外収益合計 761,269 1,232,116

営業外費用   

貸倒引当金繰入額 117,320 －

投資有価証券売却損 － 228

その他 3,346 234

営業外費用合計 120,666 462

経常利益 7,828,041 7,772,534

特別利益   

固定資産売却益 1,638 －

投資有価証券売却益 5,038 －

特別利益合計 6,677 －

特別損失   

固定資産除却損 2,654 －

投資有価証券評価損 667 －

特別損失合計 3,321 －

税引前四半期純利益 7,831,397 7,772,534

法人税、住民税及び事業税 2,080,798 2,003,606

法人税等調整額 299,714 273,098

法人税等合計 2,380,513 2,276,705

四半期純利益 5,450,883 5,495,829
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 7,831,397 7,772,534

減価償却費 207,076 297,076

退職給付引当金の増減額（△は減少） 94,765 165,077

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25,450 △32,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 112,120 △29,280

受取利息及び受取配当金 △641,832 △600,622

投資有価証券売却損益（△は益） △47,808 228

投資有価証券評価損益（△は益） 667 －

固定資産売却損益（△は益） △1,638 －

固定資産除却損 2,654 －

投資事業組合運用損益（△は益） △41,889 △572,145

売上債権の増減額（△は増加） 1,115,008 1,367,634

たな卸資産の増減額（△は増加） 18,624 6,830

前払費用の増減額（△は増加） △32,073 79,282

仕入債務の増減額（△は減少） △98,952 △92,223

未払消費税等の増減額（△は減少） △40,933 △115,362

未払費用の増減額（△は減少） △43,236 △101,221

前受収益の増減額（△は減少） △1,367,094 △1,080,133

その他 143,871 55,595

小計 7,185,276 7,121,269

利息及び配当金の受取額 649,503 600,622

法人税等の支払額 △2,886,749 △3,229,641

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,948,030 4,492,250

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の売却による収入 5,801,189 905,339

長期未収入金の回収による収入 － 32,340

有形固定資産の取得による支出 △268,509 △124,310

有形固定資産の売却による収入 1,638 －

無形固定資産の取得による支出 △100,010 △153,884

敷金及び保証金の差入による支出 △25,550 △73,991

敷金及び保証金の回収による収入 4,332 1,359

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,413,089 586,851

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △2,630,972 △2,818,851

自己株式の取得による支出 △539 △265

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,631,511 △2,819,116

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,729,608 2,259,986

現金及び現金同等物の期首残高 69,689,288 81,300,586

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 77,418,897 ※ 83,560,572
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含ま

れております。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 －千円 11,659千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

現金及び預金 77,428,897千円 83,570,572千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000 △10,000

現金及び現金同等物 77,418,897 83,560,572

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成28年４月１日　至 平成28年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,315,377 35 平成28年３月31日 平成28年６月28日 利益剰余金

平成28年10月31日

取締役会
普通株式 1,315,373 35 平成28年９月30日 平成28年11月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成29年４月１日　至 平成29年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,315,373 35 平成29年３月31日 平成29年６月27日 利益剰余金

平成29年10月30日

取締役会
普通株式 1,503,282 40 平成29年９月30日 平成29年11月24日 利益剰余金
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（金融商品関係）

前事業年度（平成29年３月31日）

１．金融商品の時価等に関する事項

科目 貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 25,239,807 25,239,807 －

 
（注）金融商品の時価の算定方法

投資有価証券

時価について、株式等は取引所の価格によっております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 405,694

投資事業有限責任組合 1,156,613

関係会社株式 16,093

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上記「１.金融

商品の時価等に関する事項」の「投資有価証券」には含めておりません。

当第３四半期会計期間（平成29年12月31日）

投資有価証券が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著し

い変動が認められます。

１．金融商品の時価等に関する事項

科目
四半期貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 24,473,364 24,473,364 －

 
（注）金融商品の時価の算定方法

投資有価証券

時価について、株式等は取引所の価格によっております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 四半期貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 408,425

投資事業有限責任組合 827,775

関係会社株式 16,093

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上記「１.金融

商品の時価等に関する事項」の「投資有価証券」には含めておりません。
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（有価証券関係）

前事業年度（平成29年３月31日）

その他有価証券

 取得原価（千円）
貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1）株式 831,715 2,745,513 1,913,797

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 10,412,054 22,494,293 12,082,238

合計 11,243,770 25,239,807 13,996,036

(注）非上場株式（貸借対照表計上額　405,694千円）及び投資事業有限責任組合等の出資金（貸借対照表計上額　

1,156,613千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の

「その他有価証券」には含めておりません。

当第３四半期会計期間（平成29年12月31日）

その他有価証券が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動

が認められます。

その他有価証券

 取得原価（千円）
四半期貸借対照表計
上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 831,715 3,747,639 2,915,924

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 10,409,990 20,725,724 10,315,733

合計 11,241,706 24,473,364 13,231,657

(注）非上場株式（四半期貸借対照表計上額　408,425千円）、投資事業有限責任組合等の出資金（四半期貸借対照表計上

額　827,775千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の

「その他有価証券」には含めておりません。

（持分法損益等）

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるた

め、記載を省略しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ソフトウェア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 145円04銭 146円24銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 5,450,883 5,495,829

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 5,450,883 5,495,829

普通株式の期中平均株式数（千株） 37,582 37,582

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成29年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額・・・・・・1,503,282千円

（2）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・40円

（3）支払請求の効力発生日及び開始日・・・・平成29年11月24日

　（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払を行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月１日

株式会社オービックビジネスコンサルタント

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 泉　　淳一　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 中村　憲一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

ビックビジネスコンサルタントの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第39期事業年度の第３四半期会計期間

（平成29年10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オービックビジネスコンサルタントの平成29年12月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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